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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

第45期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
３月１日
至平成21年
２月28日

売上高（千円） 15,954,4848,115,80235,375,701

経常利益（千円） 219,096 192,763 29,271

四半期純利益又は当期純損失（△）（千円） 145,977 107,986△2,434,025

純資産額（千円） －　　　　 7,892,2577,702,333

総資産額（千円） － 22,533,31923,364,423

１株当たり純資産額（円） － 389.54 380.14

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）

（円）
7.20 5.33 △120.12

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） －　　 35.0 33.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,101,922 － 1,030,829

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△118,558 － △1,340,188

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,097,045 － 449,073

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,343,6291,457,311

従業員数（人） － 568 584

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　　　 ２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．売上高にはロイヤリティー収入及びその他の営業収入を含めております。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。また、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの

１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループでは、消費者の食の安心・安全に関する意識の高まりや日本の食

料自給率向上に対応するために、平成21年10月１日よりリンガーハット全店で使用している野菜をすべて国産化し、

浜勝を含めた当グループ全店の野菜を国産野菜に変更することに伴い、当社グループにおける食材調達、自社工場で

の内製化、店舗調理システム等、事業の広範囲にわたり改善をおこなっております。

　

　

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。なお、平成21年５月１日付で、連結子会社

卓袱浜勝株式会社が営む事業の全部を当社が譲り受けるとともに会社の名称を卓袱浜勝株式会社から株式会社和華

蘭に変更しております。 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 568(4,164)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者（パートタイマー）数は、期中平均雇用人数（１ヶ月 165時間換算）を

（　）外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 129 (446)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者（パートタイマー）数は、期中平均雇用人数（１ヶ月 165時間換算）を

（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

長崎ちゃんぽん事業 1,030,037

とんかつ事業 368,960

合計 1,398,998

　（注）１．金額は、製造原価によっております。

２．「和食事業」並びに「建築事業」は、生産設備を有していないため、生産実績はありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 仕入実績

 当第２四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

長崎ちゃんぽん事業 458,700

とんかつ事業 316,920

和食事業 7,061

建築事業 6,826

合計 789,508

　（注）１．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．長崎ちゃんぽん事業においては、前連結会計年度に48店舗の退店を行ったことに加え、店舗で使用する食材

の自社工場での内製化を推進しているため、前期と比較して大きく減少しております。

(3）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

建築事業 10,739 －

合計 10,739 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．「建築事業」を除く事業については、店舗の販売予測に基づく生産を行っておりますので、該当事項はあり

ません。

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

長崎ちゃんぽん事業 5,584,624

とんかつ事業 2,463,818

和食事業 45,566

建築事業 263,032

消去 △241,239

合計 8,115,802

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

 　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

 

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の概要 　

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退の影響を受け、雇用情勢の悪化、個人消費の低迷な

ど、経営環境は引き続き非常に厳しい状況が続いております。

　このような環境の中、当社グループにおきましては、『品質に磨きをかけ、顧客満足度を向上し、健全な企業体質にしよ

う』という第46期スローガンを掲げ、飲食店経営の原点に戻り、全店において顧客満足度調査を実施する体制を整え、ＱＳ

Ｃ（Ｑ＝クオリテイ・Ｓ＝サービス・Ｃ＝クリンリネス）の向上を図りつつ、徹底したコスト削減、コスト管理を実施し、

減収であっても増益となる強固な企業体質づくりに取り組んでまいりました。

　その結果、この厳しい経営環境に加え、当社グループ店舗にとって最大の繁忙期である７月から８月の夏休み期間におい

て、店舗が集中する九州地区を中心に長梅雨や集中豪雨などの天候不順が続き売上が伸び悩んだことと、長崎ちゃんぽん

業態のクーポンによる販売促進活動の中止により、既存店売上高前年比は89.5％と厳しい結果となりました。また、前連結

会計年度に実施した不採算店50店舗の閉店（リンガーハット48店舗、浜勝２店舗）の影響もあり、前年同期と比較して売

上高は10億57百万円減少いたしました。

　一方、利益面におきましては、小麦、食用油等の原材料仕入価格が下落したことやこれまで外注していたチャーハン等の

自社工場での内製化が進んだことにより売上原価低減が図れたことと、販売促進費や本部経費の削減並びに前期に実施し

た不採算店閉店によるコスト削減が進んだことにより、大幅な増益とすることができました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は81億15百万円（前年同期比11.5％減）、営業利益は２億25百万円（同

243.3％増）、経常利益は１億92百万円（同483.2％増）、四半期純利益は１億７百万円（前年同期は純損失13億71百万

円）となりました。

　 

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

　①　長崎ちゃんぽん事業

　長崎ちゃんぽん事業におきましては、ちゃんぽん専門店としてのブランドの再構築を図り収益を向上させるため、前連結

会計年度下半期よりクーポンによる販促活動を中止し、不採算店舗を48店閉鎖する等コストを最小限に抑えるとともに、

店舗毎に調査結果がタイムリーに出る、顧客満足度調査を活用したＱＳＣの向上に引き続き努めております。

　また、主力商品である長崎ちゃんぽん及びぎょうざの品質・おいしさの向上と、安心・安全な商品を提供するために前連

結会計年度９月より、野菜国産化プロジェクトに着手してまいりました。当連結会計年度４月より、ぎょうざに使用する野

菜を全店国産化するとともに、鹿児島県、静岡県では「全メニューを国産野菜100％」で先行販売し、７月からは千葉県、熊

本県、一部の都心店へと拡大してまいりました。１年間にわたる準備期間を経て、15道県・約40産地の農家と連携して野菜

を国内調達・商品化し、全流通できるまでのシステムを整備し、10月１日からは全店舗で野菜国産化をスタートいたしま

した。

　出店に関しましては、フードコート２店舗（イトーヨーカ堂大和鶴間店、イオンモール千葉ニュータウン店）を新規出店

しました。

　以上の結果、売上高は55億84百万円（前年同期比12.0％減）、営業利益は１億91百万円（前年同期は営業損失62百万円）

と減収ながら大幅な増益を達成しました。
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　②　とんかつ事業

　とんかつ事業におきましても、とんかつ専門店としての原点に戻り、品質に磨きをかけ、顧客満足度を向上させる様々な

取り組みを実施しております。

　商品面では、期間限定の季節のとんかつを定期的に投入するとともに、定食に添える漬物や胡麻の風味など、基本商品の

品質を向上するとともに、店舗コストの管理教育の強化及び定着化によるコストコントロールの徹底を図りました。

　しかしながら、全111店舗の内95店舗が集中する九州・中国地方において、最大の繁忙期である７月から８月にかけて長

梅雨や集中豪雨などの天候不順が続き、売上高が大きく落ち込んだことが響き、売上高は24億63百万円（前年同期比8.7％

減）、営業利益は２億62百万円（同24.9％減）となりました。

 

　③　和食事業

　和食の「長崎卓袱浜勝（ながさきしっぽくはまかつ）」では、卓袱料理のみならず会席料理のメニューバリエーション

を増やし、地元顧客や観光客の集客を図ってまいりました。また、素材にこだわった「和華蘭」ブランドの豚の角煮の通販

事業を立ち上げ、６月より販売しております。

　以上の結果、売上高は45百万円（同8.9％増）、営業損失は８百万円（前年同期は営業損失19百万円）となりました。

　

　④　建築事業

　建築事業におきましては、第１四半期連結会計期間より新店新築工事及び改装改造工事の受注業務を止め、店舗メンテナ

ンス工事等に業務を特化しており、売上高は２億63百万円(前年同期比52.8％減）、営業利益11百万円(同45.2％減）とな

りました。

 

（２）財政状態

　資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ８億31百万円減少し225億33百万円となりました。こ

れは主に、差入保証金や敷金等の回収による投資その他の資産の減少４億27百万円と、固定資産の減価償却及び除却・減

損処理による減少２億44百万円、及び短期借入金の返済等によるものであります。

負債は前連結会計年度末に比べ10億21百万円減少し146億41百万円となりました。これは主に、借入金を10億95百万円圧

縮したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末に比べ１億89百万円増加し78億92百万円となり、自己資本比率は35.0％と前連結会計年度末

よりも2.0ポイント改善いたしました。これは主に、四半期純利益１億45百万の計上及びその他有価証券評価差額金が45百

万円増加したことによるものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間と同様に投資を抑制し手許流動

性の確保に努め、短期借入金を圧縮したことにより、前連結会計年度末に比べ１億13百万円減少し13億43百万円となりま

した。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は４億82百万円となりました（前年同期比107.8％増）。これは、大幅な減収（同11.5％

減）となりましたが、コスト面も前年同期比11.6％削減した結果、前年を上回る結果となりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は20百万円となりました。これは主に、新店２店舗の設備投資等に１億47百万円を支出した

一方、建設協力金等１億68百万円を回収したことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は９億29百万円となりました。これは主に、借入金の返済によるものであります。

　

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。 

　

　

（５）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　①　新設及び除却等の計画の変更

　前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設及び除却等について、当第２四半期連結会計期間に

おいて、重要な変更はありません。

　②　新設等の計画の完了

　前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設等について、当第２四半期連結会計期間において完

了したものは次のとおりであります。

 会社名 所在地
 事業の種類別セグメントの

名称
設備の内容  完了年月

㈱リンガーハット

 リンガーハット

  　イトーヨーカ堂

　　大和鶴間店 

神奈川県大和市  長崎ちゃんぽん  営業用設備  平成21年６月

㈱リンガーハット

 リンガーハット

  　イオンモール千葉

  　ニュータウン店 

千葉県印西市  長崎ちゃんぽん  営業用設備  平成21年７月
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,000,000

計 46,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年10月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,927,972 21,927,972

東京証券取引所

(市場第一部)

福岡証券取引所

単元株式数　100株

計 21,927,972 21,927,972 ─ ─

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　平成17年５月25日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成21年８月31日）

新株予約権の数（個） 4,579

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 457,900

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,339

新株予約権の行使期間
自　平成19年６月１日

至　平成22年５月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 　1,339

資本組入額 　　670

新株予約権の行使の条件

(イ)新株予約権の割当てを受けた者（以下「新株予約権

者」という。）は権利行使時においても、当社又は当社子

会社の取締役、監査役、顧問又は従業員その他これに準ず

る地位にあることを要す。ただし、任期満了による退任、定

年退職その他これに準ずる正当な理由のある場合はこの

限りではない。

(ロ)新株予約権者が死亡した場合は、対象者の相続人がこ

れを行使できるものとする。

(ハ)その他の条件については、第41期定時株主総会及び取

締役会決議に基づき、当社と対象取締役及び従業員との間

で締結する「新株予約権割当契約」に定めるところによ

る。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

 8/24



（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年６月１日～

平成21年８月31日
    － 21,927     － 5,028,962    － 2,042,231

 

 

（５）【大株主の状況】

　 平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ヨネハマホールディングス有限会社 福岡県福岡市南区長住5－8－28 3,315　　　　 15.11

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口４）
東京都中央区晴海1－8－11 1,010 4.60

株式会社十八銀行 長崎県長崎市銅座町1－11 1,005 4.58

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口４Ｇ）
東京都中央区晴海1－8－11 644 2.94

第一生命保険相互会社 東京都中央区晴海1－8－12 629 2.87

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2－7－1 535 2.44

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋1-23-1 527 2.40

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿1-26-1 492 2.24

株式会社福岡銀行 福岡県福岡市中央区天神2－13－1 348 1.58

麒麟麦酒株式会社 東京都中央区新川2－10－1 332 1.51

計 － 8,841 40.32

　（注）１．上記のほか、自己株式が1,667千株あります。

２．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４及び信託口４Ｇ）の所有株式数1,655千株は信

託業務に係る株式数であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年８月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式 ― ― ―

 議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

 議決権制限株式（その他） ― ― ―

 完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 　 1,667,300
― ―

 完全議決権株式（その他）
普通株式　

20,210,400
 202,104 ―

 単元未満株式 普通株式　   　 50,272 ― 一単元（100株）未満の株式 

 発行済株式総数  21,927,972　 ― ―

 総株主の議決権  ―  202,104 ―

 （注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式68株が含まれております。

 

②【自己株式等】 

平成21年８月31日現在

所有者の氏名又は名称  所有者の住所
 自己名義所有

株式数（株）

 他人名義所有

株式数（株）

 所有株式数の

合計（株）

 発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社リンガーハット 

 長崎県長崎市鍛冶

屋町６番50号
1,667,300 ― 1,667,300 7.60

 計 ― 1,667,300 ― 1,667,300 7.60

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 1,200 1,220 1,319 1,294 1,269 1,238

最低（円） 1,060 1,118 1,127 1,204 1,190 1,208

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

 　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部

を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後

の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,361,279 1,495,311

受取手形及び売掛金 302,074 269,595

たな卸資産 ※1
 295,483

※1
 370,680

前払費用 348,772 318,049

繰延税金資産 17,612 17,844

その他 393,243 385,054

流動資産合計 2,718,466 2,856,535

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,065,071 7,176,075

機械装置及び運搬具（純額） 410,832 457,887

土地 5,754,655 5,754,655

建設仮勘定 11,634 33,971

その他（純額） 442,738 507,134

有形固定資産合計 ※2
 13,684,932

※2
 13,929,724

無形固定資産 263,861 284,797

投資その他の資産

投資有価証券 506,649 442,426

差入保証金 944,539 1,084,030

建設協力金 772,532 905,365

敷金 2,720,001 2,954,639

繰延税金資産 620,142 564,006

その他 341,642 365,869

貸倒引当金 △39,449 △22,970

投資その他の資産合計 5,866,059 6,293,366

固定資産合計 19,814,853 20,507,888

資産合計 22,533,319 23,364,423
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 663,539 530,209

短期借入金 4,310,000 5,405,000

1年内返済予定の長期借入金 2,982,850 2,462,992

未払費用 800,550 663,477

未払法人税等 58,258 85,958

未払消費税等 109,434 72,744

株主優待引当金 36,000 －

店舗閉鎖損失引当金 26,968 284,326

その他 738,477 841,109

流動負債合計 9,726,077 10,345,818

固定負債

長期未払金 407,330 407,330

長期借入金 3,390,532 3,910,720

繰延税金負債 130,404 49,269

退職給付引当金 608,329 551,446

長期預り保証金 271,031 271,588

その他 107,357 125,918

固定負債合計 4,914,985 5,316,271

負債合計 14,641,062 15,662,090

純資産の部

株主資本

資本金 5,028,962 5,028,962

資本剰余金 4,679,259 5,058,346

利益剰余金 3,026 △522,036

自己株式 △1,868,687 △1,866,971

株主資本合計 7,842,562 7,698,300

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 49,694 4,032

評価・換算差額等合計 49,694 4,032

純資産合計 7,892,257 7,702,333

負債純資産合計 22,533,319 23,364,423
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 15,301,610

売上原価 4,963,627

売上総利益 10,337,982

その他の営業収入 652,874

営業総利益 10,990,856

販売費及び一般管理費 ※1
 10,707,841

営業利益 283,015

営業外収益

受取利息 7,347

受取配当金 4,486

その他 16,376

営業外収益合計 28,209

営業外費用

支払利息 85,077

持分法による投資損失 1,149

その他 5,901

営業外費用合計 92,128

経常利益 219,096

特別利益

固定資産売却益 5,952

店舗閉鎖損失引当金戻入額 48,165

収用補償金 15,838

その他 5,708

特別利益合計 75,664

特別損失

減損損失 8,040

固定資産除却損 38,262

事業構造改善費用 ※2
 32,018

貸倒引当金繰入額 17,675

その他 3,197

特別損失合計 99,194

税金等調整前四半期純利益 195,566

法人税等 49,589

四半期純利益 145,977
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 7,786,302

売上原価 2,496,981

売上総利益 5,289,321

その他の営業収入 329,500

営業総利益 5,618,821

販売費及び一般管理費 ※1
 5,393,329

営業利益 225,491

営業外収益

受取利息 3,923

受取配当金 4,486

その他 7,404

営業外収益合計 15,814

営業外費用

支払利息 44,325

持分法による投資損失 1,033

その他 3,183

営業外費用合計 48,542

経常利益 192,763

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,860

収用補償金 15,838

その他 5,708

特別利益合計 31,406

特別損失

店舗閉鎖損失引当金繰入額 11,069

減損損失 8,040

固定資産除却損 38,262

事業構造改善費用 ※2
 32,018

その他 1,158

特別損失合計 90,550

税金等調整前四半期純利益 133,620

法人税等 25,633

四半期純利益 107,986
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 195,566

減価償却費 615,367

減損損失 8,040

株主優待引当金の増減額（△は減少） 36,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 56,883

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △257,358

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16,478

受取利息及び受取配当金 △11,833

支払利息 85,077

持分法による投資損益（△は益） 1,149

有形固定資産売却損益（△は益） △5,952

有形固定資産除却損 38,262

事業構造改善費用 32,018

売上債権の増減額（△は増加） △32,478

たな卸資産の増減額（△は増加） 75,196

仕入債務の増減額（△は減少） 133,329

未払消費税等の増減額（△は減少） 44,317

その他の流動資産の増減額（△は増加） △103,787

その他の流動負債の増減額（△は減少） 89,841

預り保証金の増減額（△は減少） △199

その他 175,969

小計 1,191,888

利息及び配当金の受取額 5,755

利息の支払額 △84,926

法人税等の支払額 △10,794

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,101,922

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,650

定期預金の払戻による収入 25,000

有形固定資産の取得による支出 △476,000

有形固定資産の売却による収入 5,952

建設協力金の支払による支出 △98,871

建設協力金の回収による収入 439,410

その他 △9,399

投資活動によるキャッシュ・フロー △118,558

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

16/24



（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,095,000

長期借入れによる収入 1,350,000

長期借入金の返済による支出 △1,350,330

自己株式の取得による支出 △1,715

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,097,045

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,681

現金及び現金同等物の期首残高 1,457,311

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,343,629
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

（たな卸資産の評価基準の変更）

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計

基準第９号 平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、評価基準につい

て月別移動平均法による原価法から月別移動平均法による原価法（収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。なお、この変更による当第２四

半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており

ます。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の税金費用を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【追加情報】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

１．有形固定資産の耐用年数の変更 　平成20年度法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐

用年数を変更しております。この変更による損益への影響は軽微であります。

２．株主優待引当金計上基準の変更 　従来、株主優待券にかかる費用は利用時に販売費及び一般管理費として処理を

しておりましたが、株主優待券の利用実績を把握する体制を整備し、利用実績率

の把握が可能となったため、第１四半期連結会計期間より利用実績率に基づき将

来利用されると見込まれる額を株主優待引当金として計上する方法に変更して

おります。なお、この変更により当第２四半期連結累計期間において、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ36,000千円減少しておりま

す。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。　　　　　　　

　　　　

 　商品及び製品  37,040 千円

 　仕掛品  3,137 

 　原材料及び貯蔵品  255,304 
　

※２　有形固定資産の減価償却累計額は17,285,528千円で

あります。

  

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。　　　　　　　

　　　　

 　商品及び製品  37,533 千円

 　仕掛品  11,205 

　 原材料及び貯蔵品  321,940 
　

※２　有形固定資産の減価償却累計額は16,822,200千円で

あります。

 　

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 給料手当  4,748,664 千円

 賃借料  2,056,968 

 株主優待引当金繰入額 36,000 

※２　事業構造改善費用の主な内容は、当グループ全店の野菜を国産野菜に変更し、当グループの収益構造を改善するた

めに要した費用であります。　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 給料手当  2,377,654 千円

 賃借料  1,017,189 

 株主優待引当金繰入額 36,000 

※２　事業構造改善費用の主な内容は、当グループ全店の野菜を国産野菜に変更し、当グループの収益構造を改善するた

めに要した費用であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

 ※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 　　　　　　　　　　　　　（平成21年８月31日現在）

 現金及び預金勘定  1,361,279 千円

 預入期間が３ヶ月を越える定期預金  △17,650 

 現金及び現金同等物  1,343,629 
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　

平成21年８月31日）

 

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　21,927,972株

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　 1,667,368株

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

５．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成21年５月26日開催の定時株主総会において、資本剰余金を379,086千円減少し繰越利益剰余金の

欠損を補填解消することを決議しております。この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が

4,679,259千円、利益剰余金が3,026千円となっております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

  当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）

 
長崎ちゃんぽ
ん
（千円）

とんかつ
（千円）

和食
（千円）

建築
（千円）

計（千円）
消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　  　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 5,584,6242,463,81845,56621,7928,115,802 － 8,115,802

(2)
セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － 241,239241,239(241,239) －

計 5,584,6242,463,81845,566263,0328,357,042(241,239) 8,115,802

営業利益(△損失) 191,987262,148△8,819 11,788457,104(231,613) 225,491

　

  当第２四半期連結累計期間（自平成21年３月１日　至平成21年８月31日）

 
長崎ちゃんぽ
ん
（千円）

とんかつ
（千円）

和食
（千円）

建築
（千円）

計（千円）
消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　  　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 10,913,9674,844,535100,80895,17315,954,484 － 15,954,484

(2)
セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － 512,522512,522(512,522) －

計 10,913,9674,844,535100,808607,69616,467,007(512,522)15,954,484

営業利益(△損失) 222,521466,640△12,99622,983699,148(416,133) 283,015

（注）１．事業区分の方法

事業区分は、販売品目の種類に応じた区分としております。

２．事業区分に属する主要な内容

長崎ちゃんぽん ： ちゃんぽん・皿うどん・ぎょうざ

とんかつ ： とんかつ・コロッケ

和食 ： 卓袱（しっぽく）料理

建築 ： 外食店舗の設計・施工、改修及び建物設備のメンテナンス

３．追加情報

平成20年度法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数を変更しております。

この変更による損益への影響は軽微であります。

 

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年３月１日　至平成21年８月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 
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【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年６月１日　至平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年３月１日　至平成21年８月31日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 389.54円 １株当たり純資産額 380.14円

 

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 5.33円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 145,977 107,986

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 145,977 107,986

期中平均株式数（千株） 20,261 20,260

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

 ―  ―

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社リンガーハット(E03099)

四半期報告書

23/24



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月13日

株式会社リンガーハット

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥村　勝美　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堺　　昌義　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リンガー

ハットの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から

平成21年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リンガーハット及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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